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三菱庭球同好会 
会⾧ 大宮 英明 

1923（大正 12）年 7 月 29，30 日に

巣鴨の染井コートで、第一回ＨＩロン

ドンカップ戦（HI 盃）が行われてか

ら 100 周年を迎えました。第一回大会

は HI 盃 8 名、関東関西戦 30 名で繰

り広げられましたが、100 年後の現在

までに、男子複、女子単複、120 才、

140 才ベテラン複と種目が充実し、総

勢約 270 名が参加する大会にまで成

⾧してまいりました。 

昨年は、コロナ禍の制限で東西対抗

試合の中止、無観客試合、懇親会の取

止めとなりましたが、今年はコロナ以

前の姿で行います。また、時を同じく

して銀行コートがＭＵＦＧパークと

して生まれ変わり、ＨＩ盃の聖地で開

催いたします。誠に慶賀に堪えません。 

ＨＩ盃の第二世紀スタートにあた

り、Horizontal Integration（三菱グ

ループの連携）と処事公明（フェアプ

レイ）という大会精神の下で伝統を継

承し、ますます素晴らしい大会になる

ことを期待します。

結びに、大会関係の皆様と幹事の重

工、化工機、製鋼及び会場を提供いた

だいた銀行、海上、生命各社に厚く御

礼申し上げます。 

岩﨑 俊吉 

HI 盃選手権試合 100 周年、おめで

とうございます。心からお祝い申し

上げます。 

母 美智子から「寛彌が生前、この

ＨＩ盃に特別の思いがあり大切にし

ていた。」と話してくれたことがあり

ます。平成 26 年に女子のシングルス

が加わり、母からシャーレを寄贈さ

せていただいた時からこの大会に接

しはじめましたが、父の言葉の意味

を改めて実感している次第です。 

復活当時を知る父は、復活 50 年誌

で、“諸先輩が全身全霊を傾けて復活

させたことに思いを馳せて、この大

会が後日どのように想起されるの

か？懐かしく振り返ることができれ

ば有難い”と記しております。 

100 年におよぶ伝統を築きあげた三

菱テニスプレイヤーの皆様に心から

敬意を表します。そして今大会の実

現にご尽力いただいた大会委員の

方々、選手・三菱庭球同好会の皆

様、大会の運営と各施設の運営に携

わっていただいた皆様に感謝いたし

ます。 

第二世紀もこの大会がますます発展

されんことを祈念いたします。 

ご挨拶 祝辞 HI 盃 100 周年を迎えて
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（出典）

・三菱庭球同好会ホームページ ➡

・日本テニス協会ホームページ

・三菱広報委員会会員会社年表

三菱庭球の歩み（年表）

ＨＩ盃選手権試合 100周年記念特集

2023年10月

三菱庭球同好会

岩崎彦彌太

（HI盃創設）
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三菱庭球の歩み（年表）

1870～ 　1878 横浜・山手公園に外国人居留者専用テニスクラブ 1871九十九商会 廃藩置県
明治3 1872三川商会 新橋-横浜鉄道開通

1885 横山愛輔が米国でテニスを始める 1873三菱商会、吉岡鉱山 太陽暦、征韓論政変
　 1875郵便汽船三菱商会 樺太・千島交換条約

1886 東京高師（筑波大）にテニス部 1879東京海上保険 沖縄県
1884長崎造船所

1895　岩崎彦彌太誕生 1885岩崎彌之助社長就任 伊藤博文総理大臣
1893岩崎久彌社長就任

1897三田土ゴムが国産軟式ボールを製造 1894三菱合資会社
1895同銀行部

1900 東京ローンテニスクラブ（日本人がプレー可能） 1899合資営業部

　
1907麒麟麦酒、旭硝子
　　　日本電線

１９１１ 三菱庭球部誕生 合資が造船・銀行等7部制 韓国併合
明治44 　現在の丸の内パークビル敷地のコート 日米通商航海条約
１９１２ 成蹊実務学校 タイタニック号遭難
大正1
１９１３ 慶應大学が硬式を採用
大正２
１９１４ 三菱倶楽部に庭球部が統合 第一次世界大戦
大正３
１９１５ 染井コート1面新設 　
大正４
１９１６ 第一回関東関西戦（神戸、雨天中止） 岩崎小弥太社長就任 アインシュタイン
大正5 以降、東京、神戸、名古屋持回り開催、染井コート1面増設 一般相対性理論
１９１７ 　 日本光学工業（ニコン） ロシア革命
大正6 三菱造船、三菱製紙
１９１８ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米騒動の為中止 江戸川バリウム工業所 シベリア出兵
大正7 （ガス化学）

三菱倉庫、三菱商事
三菱鉱業

１９１９ 　　熊谷一彌（三菱合資）が全米3位 三菱銀行 チャップリン映画会社
大正8 全米2位のチルデンを破る
１９２０ 三菱本社庭球部で硬式を採用 三菱内燃機製造 ベルサイユ条約
大正9 関東関西戦は軟式（1922年から硬式へ移行）

熊谷一彌（三菱合資）がアントワープ五輪で単複銀メダル
（複は柏尾誠一郎（三井物産））

　　　　　　　清水善造（三井物産）が全英テニス選手権オール
カマーズ制決勝（現在の準決勝）に進出

１９２１ 熊谷一彌（三菱合資）デ杯出場（21、23～26)、決勝進出 三菱電機 　
大正10  清水善造、柏尾誠一郎（三井物産）と
１９２２ 岩崎彦彌太がロンドン留学、銀製カップを調達し寄贈 ワシントン会議
大正11 １０月HIロンドンカップ創設、硬式採用、三菱庭球同好会 海軍軍縮条約

　　　　　　　　　　　日本庭球協会創立（初代会長は朝吹常吉、
デ杯の興行資金2万円を活用）

20億人、日本58百万人

第一回全日本選手権（優勝は福田雅之助）
１９２３ 第一回HIロンドンカップ戦（7/29、30，染井コート） 丸の内ビル 関東大震災(9/1)
大正12 優勝は岩永侃爾（門司・鉱業）、決勝は５セット。38人参加 Walt Disney Company
１９２４ リチャード・原田模範試合（龍岡町岩崎邸コート） 東洋文庫 センバツ野球大会
大正１3 全日本選手権女子開始（黒井悌子が優勝） 清澄庭園を東京都へ
１９２５ 福田雅之助がイースタングリップを紹介 北洋商会（三菱食品） 普通選挙法
大正14
１９２６ 岩崎彦彌太が帰国、三菱合資に入社、以降HI盃を毎年観戦
大正15 全日本選手権出場（岩崎彦彌太・青木岩雄組）
１９２７ 4月4日　彦彌太、操子結婚。有志がご成婚記念カップを贈呈 三菱信託 ﾘﾝﾄﾞﾊﾞｰｸ大西洋横断
昭和2
１９２８ 三菱航空機 織田幹雄が3段飛びで
昭和3 日本人初の金メダル
１９２９ 鉛粉塗料（大日本塗料） 世界恐慌
昭和4
１９３０
昭和5 岩崎寛彌（彦彌太、長男）誕生  
１９３１ 三菱石油 満州事変
昭和6 佐藤次郎が全仏ベスト４、全英８
１９３２ 三菱経済研究所 5.15事件
昭和7
１９３３ 佐藤次郎がウィンブルドンSF，複F（布井良助）進出 日本、国際連盟脱退
昭和8

年度 三菱の庭球　　　　　　　　　　　　　　テニス界 三菱グループ 出来事
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１９３４ 山岸二郎（商事）デ杯出場（34，35，37，38） 三菱商事三綱領 忠犬ハチ公銅像
昭和9 岩崎彦彌太が三菱本社副社長 　フェアプレイ（処事光明）は

三木龍喜がウィンブルドンの 　HI盃の大会精神
ミックスダブルス優勝（ドロシー・ローランド） 彦彌太副社長、三菱重工業

１９３５ HI盃の決勝は、５セットから3セットへ 化工機製作（三菱化工機） 芥川賞、直木賞
昭和10 三宝伸銅工業（三菱伸銅）
１９３６ 2.26事件
昭和11
１９３７ 支那事変のため中止 三菱地所 日中戦争
昭和12 中野文照（電機）デ杯出場（37，38，51，52） 三菱社に改称
１９３８ 六義園を東京都へ 国家総動員法
昭和13
１９３９ デ杯参加中止 第2次世界大戦
昭和14
１９４０ 静嘉堂文庫を一般公開
昭和15 三菱養和会
１９４１ 主要競技中止 真珠湾攻撃
昭和16
１９４２ HI盃は通算20回、東西対抗は27回で幕を閉じる 三菱製鋼 関門海底トンネル
昭和17 　20回大会優勝は林新緑（関西・電機）

日本庭球協会が大日本体育会「庭球部会」となる

１９４３ 戦時下で大会中止 三菱本社に改称 学徒出陣
昭和18
１９４４ 金属回収令により関西関東戦の銀製カップを供出 三菱化成工業 レイテ沖海戦
昭和19 HIカップは電機林氏が奇跡的に保管、復活大会前日に発見 本土空襲
１９４５ 岩崎彦彌太が三菱本社副社長辞任 三菱本社が自主解散を決定 広島・長崎原爆、終戦
昭和20 日本庭球協会復活 岩崎小弥太永眠 GHQ財閥解体指令
１９４６ 染井コート復活、戦後第一回庭球懇親会（39名） 日本国憲法公布
昭和21
１９４７ 石井小一郎（地所）が今生天皇（皇太子当時）のテニスコーチ 商事解散 ６・３制義務教育
昭和22 全日本選手権に天皇杯下賜
１９４８ 千代田銀行と改称
昭和23
１９４９ ふそう自動車販売 ＄=360円単一レート
昭和24 中華人民共和国
１９５０ 三菱重工３分割 朝鮮戦争
昭和25 三菱の商号、標章使用禁止
１９５１ 岩崎彦彌太の公職追放解除、HI盃発会式 ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ平和条約
昭和26 千代田銀行コート5面に、藤倉五郎（金商）デ杯出場（51）
１９５２ 復活第一回HI盃（9/21（日）、千代田銀行コート） 三菱の商号復帰 水爆実験
昭和27 　優勝は藤倉五郎（金商）、以降6連覇。100人参加

100才トーナメント(彦彌太寄贈)、優勝は岩崎・山岸組(商事) GHQ廃止
　　　　　　　　東西対抗は関東勝利、参加者は総勢約100人

加茂幸子が全米出場
１９５３ 朝鮮休戦協定
昭和28
１９５４ 力道山プロレスブーム
昭和29 　　　　　　　　　　　東西対抗優勝旗（同好会より） 三菱商事大合同
１９５５ 第1回全三井・全三菱テニス大会、三菱9-7勝利 岩崎久彌永眠
昭和30 宮城淳・加茂公成組が全米選手権優勝
１９５６ 三菱油化 国際連盟加盟
昭和31
１９５７ ソ連初の人工衛星
昭和32
１９５８ 100才→105才トーナメントに 三菱原子力工業 東京タワー
昭和33 石黒修（電機）デ杯出場（58，60～66）
１９５９ 皇太子（今上天皇）のご成婚奉祝テニス大会
昭和34
１９６０ 新菱建設（ピーエス建設）
昭和35 　
１９６１ 復活10周年記念大会、大会精神のHorizontal Integration ベルリンに壁
昭和36 記念誌発行、半那毅男（電機）デ杯出場（61）
１９６２ 女子ダブルス創設、優勝は牧・花田組（化成） 三菱ﾌﾟﾚｼｼﾞｮﾝ、三菱樹脂 キューバ危機
昭和37 藤井道雄（電機）デ杯出場（62～65） 三菱ﾚｲﾉﾙｽﾞｱﾙﾐﾆｳﾑ

年度 三菱の庭球　　　　　　　　　　　　　　テニス界 三菱グループ 出来事
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１９６３ 　 キャタピラー三菱 ケネディ大統領暗殺
昭和38
１９６４ 　　　　　　　　　　　　HI盃、石黒修（電機）6連覇 ３重工合併 東京オリンピック
昭和39 フェデレーション杯に初参加 東海道新幹線
１９６５ マンスリー三菱 ベトナム戦争
昭和40 日韓基本条約
１９６６ 　　　　　　　　　　　　岩崎寛彌、美智子結婚 中国文化大革命
昭和41
１９６７ 岩崎彦彌太永眠（9月8日、72歳） EC、ＡＳＥＡＮ
昭和42 復活16回岩崎彦彌太様追悼大会

初代同好会長　野村義門（銀行、重工）
１９６８ 　 OAPEC
昭和43 小笠原諸島本土復帰
１９６９ 第２代会長　中村基孝（商事） 三菱財団 アポロ11号月面着陸
昭和44 沢松和子が全仏、ウィンブルドンジュニアで優勝 東名高速開通
１９７０ 三菱自動車、三菱総研 日本万国博覧会
昭和45 三菱創業百年記念式典
１９７１ 第３代会長　牧田与一郎（重工） ニクソンショック
昭和46 石黒修がプロ転向
１９７２ 第４代会長　古賀繁一（重工）
昭和47 女子ダブルス盃（岩崎操子寄贈） 沖縄復帰

優勝は島野・青井組（海上・重工）　第一回ジャパンオープン 札幌オリンピック
１９７３ 　 第一次オイルショック
昭和48
１９７４ 全三菱・中国文歓庭球大会 三菱重工爆破事件 田中角栄首相退陣
昭和49
１９７５ 三菱庭球同好会規約改定（同好会長が大会委員長となり ローソン１号店 ベトナム戦争終結
昭和50 同好会による大会運営を開始） 第一回サミット（仏）

沢松和子がウィンブルドン複優勝（アン・キヨムラ）
１９７６ ロッキード事件
昭和51
１９７７
昭和52
１９７８ 105才→115才トーナメントに 日中平和友好条約
昭和53 成田空港開港
１９７９ HI盃、藤井道雄（電機）最多7回優勝 スリーマイル原発事故
昭和54 アフガン戦争
１９８０ イラン・イラク戦争
昭和55 日本テニス協会に改称
１９８１ 復活30周年記念大会 スペースシャトル
昭和56 記念誌発行 米でエイズ発見
１９８２ 第５代会長　田部文一郎（商事） 東北、上越新幹線
昭和57 女子ダブルス、島野・今井組（海上・重工）が6連覇
１９８３ 130才トーナメント創設（岩崎寛彌寄贈）
昭和58 優勝は安川・吉岡組（キャタピラー）　　　　　有明の森完成
１９８４
昭和59
１９８５ 日航ジャンボ機墜落
昭和60 男女雇用均等法
１９８６ 第一回日本リーグ男子に化学、商事、重工が出場 ﾁｪﾙﾉﾌﾞｲﾘ原発事故
昭和61
１９８７ 第６代会長　鈴木永二（化成） JR発足
昭和62 有明コロシアム完成 ブラックマンデー
１９８８ 昭和天皇ご病気のため中止 ニコン 瀬戸内大橋開通
昭和63 青函トンネル
１９８９ 中国天安門事件
平成1 田園コロシアム解体 ベルリンの壁崩壊
１９９０ 三菱マテリアル 東西ドイツ統一
平成2 　
１９９１ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第７代会長　飯田庸太郎 湾岸戦争、ソ連崩壊
平成3 （重工）
１９９２
平成4
１９９３ HI盃、辻本豊（レイヨン）通算6回優勝、23回最多出場 徳仁殿下、小和田
平成5 雅子様ご成婚
１９９４ 三菱化学
平成6
１９９５ 松岡修三がウィンブルドンベスト８ 阪神・淡路大震災
平成7 地下鉄サリン事件
１９９６ 伊達公子がウィンブルドンベスト４ 野茂英雄MLB新人賞
平成8 （1995）

三菱の庭球　　　　　　　　　　　　　　テニス界 三菱グループ 出来事年度

銀行コート
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１９９７ 第８代会長　藤村正哉（マテリアル） 香港が中国に返還
平成9
１９９８ 115才→120才トーナメント 長野オリンピック
平成10 JTAが秋分の日をテニスの日と定める
１９９９ 杉山愛が全米ミックス優勝（ブパシ） €ユーロ
平成11
２０００
平成12
２００１ 復活50周年記念大会 9.11米国同時多発ﾃﾛ
平成13 記念誌発行
２００２ 小泉首相北朝鮮訪問
平成14 日韓ワールドカップ
２００３ イラク戦争
平成15 杉山愛が全仏、ウィンブルドン複優勝（クライシュテルス）
２００４ 第９代会長　岸暁（銀行） 東京海上日動火災保険 九州新幹線
平成16 岩崎操子永眠 明治安田生命保険
２００５ 全三井・全三菱テニス大会50年誌（'06) 三菱ＵＦＪ信託銀行 京都議定書
平成17
２００６ 男子ダブルス盃創設(同好会より)、優勝は江頭・塩屋組(生命) 日本郵政
平成18 国枝慎吾が車いすテニスで世界1位
２００７ 台湾新幹線
平成19 国枝慎吾が年間グランドスラム達成
２００８ 岩崎寛彌（彦彌太、長男）永眠 リーマンショック
平成20 楽天ジャパンオープン 日本人口ﾋﾟｰｸ（128M）
２００９ 第１０代会長　井手明彦（マテリアル） 三菱第一号館を復元 鳩山内閣（連立）
平成21
２０１０ 130才→140才トーナメント 三菱UFJ証券ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 「はやぶさ」帰還
平成22 中国ＧＤＰ世界2位
２０１１ 復活60周年記念大会、「三菱庭球の歩み」ビデオ制作 東日本大震災
平成23 畔柳信雄（銀行）が第12代日本テニス協会会長
２０１２ 東京スカイツリー
平成24 錦織圭がジャパンオープンで日本男子初優勝 安部第2次内閣
２０１３ アベノミクス
平成25 世界人口70億人
２０１４ 女子シングルス盃創設（岩崎美智子寄贈） 消費税8％
平成26 優勝は鍋谷昌栄（生命）

三菱電機が日本リーグ男子優勝　 　　　錦織圭が全米準優勝
２０１５ マイナンバー制度
平成27
２０１６ 全日本テニス選手権の冠に三菱グループ（～2020年） 英、ＥＵ離脱
平成28 錦織圭がリオデジャネイロ五輪で銅メダル
２０１７ 第１１代会長　大宮英明（重工）
平成29 三菱電機が日本リーグ男子優勝
２０１８ 三菱庭球同好会ホームページ開設 熊谷で最高４１.1℃
平成30 三菱電機が日本リーグ男子優勝　　大坂なおみが全米優勝 三菱ＵＦＪ銀行
２０１９
令和1 大坂なおみが全豪優勝
２０２０ コロナ影響のため大会中止 三菱創業150周年記念式典 新型コロナウィルス
令和1 大坂なおみが全米優勝
２０２１ 復活70回大会（コロナ影響のため中止） 東京オリンピック・
令和3 大坂なおみが全豪優勝、国枝慎吾が金メダル パラリンピック
２０２２ 無観客試合で大会再開（東西対抗は中止）、WEB試合中継 三菱ケミカルグループ 大谷翔平 MLBで
令和4 岩崎美智子（寛彌、令室）永眠　　　日本テニス協会100周年 MVP(2021)二刀流

２０２３ HI盃選手権試合100周年＠MUFGパーク,海上,生命コート 関東大震災から100年
令和5 国枝慎吾に国民栄誉賞 藤井聡太将棋8冠

三菱グループ 出来事年度 三菱の庭球　　　　　　　　　　　　　　テニス界

女子Ｓ優勝

足立真美

（生命）

HI盃優勝
田形諒平

（生命）
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